
   

事業事前評価表 

                        

国際協力機構アフリカ部東部アフリカ第 2 課 

１．案件名（国名） 

国名：タンザニア  

案件名：マサシ－マンガッカ道路整備計画（3/3 期） 

    (The Project for the Improvement of Masasi-Mangaka Road)     

２．事業の背景と必要性  

(1) 当該国における運輸・交通セクターの現状と課題 

 タンザニアの道路網は、タンザニア道路公社（以下 TANROADS という）の管理下にある幹線

道路 10,300km と地方幹線道 24,700km を合わせた約 35,000km、地方自治体の管轄下にある地

区道路 20,000km、支線道路 27,550km、都市道路 2,450km の合計 85,000km に及んでいる。

TANROADS により実施された道路状況調査結果によれば、幹線道路・地方幹線道とも舗装道路

の状態は比較的良好であるが、未舗装道路においては降雨の侵食による通行止めや現道表面

の深いわだち掘れによる車両接触等の問題があり、これら道路の改修及び維持管理が大きな

課題となっている。 

 (2) 当該国における運輸・交通セクターの開発政策における本事業の位置づけ 

運輸・交通セクターは経済・社会活動を支える基盤として重要であり、2005 年にタンザニ

アで策定された「成長と貧困削減のための国家戦略（National Strategy for Growth and 

Reduction of Poverty：NSGRP）」においても、優先セクターとして位置づけられ、毎年 15％

近い予算が同セクターに配分されている。本案件開始時点における道路分野の開発計画は

2001 年に策定された「10 ヵ年道路セクター開発計画（10Y-RSDP、対象 2001～2011 年）」であ

り、全国の幹線道路と州道路の開発及び、維持管理を 9 つの道路回廊に区分、最終的には全

ての州を幹線道路と州道路により連結し、もって農産物の消費地への安定供給を確保し、農

村地域の経済成長を促進する計画となっている。 

本案件が対象とするマサシ－マンガッカ間道路は、10Y-RSDP の中で国道 6号及び 17 号によ

り構成される南部開発回廊（ムトワラ回廊）の一部となる役割を担う、重要幹線道路として

位置付けられている。また、本案件の対象地域であるタンザニア南部は、歴史的に開発の遅

れた地域であるが、農業生産資源、鉱物資源や観光資源に恵まれ、経済開発のポテンシャル

が高い地域であることから、市場へのアクセス道路網の整備による開発効果も期待されてい

る。 

 (3) 運輸交通（道路）セクターに対する我が国及び JICA の援助方針と実績 

 JICA の援助実施方針において、「成長と所得貧困の削減」の柱の下、インフラセクターが重

要分野として位置付けられており、その核として「国内輸送網の確立支援プログラム」が設

定されている。「国内輸送網の確立支援プログラム」では、タンザニア政府が 2007 年に策定

した運輸交通セクターの包括的な戦略文書である 10 ヵ年の投資戦略書（10 years Transport 

Sector Investment Programme：TSIP）に沿った支援を前提とし、継続的な維持管理が可能な

道路網の構築に留意しつつ、都市内・都市間幹線道路の整備（有償：アルーシャ－ナマンガ

－アティ川間道路改良計画、無償：マサシ－マンガッカ道路整備計画 1/3、2/3 期、ニューバ

無償用 



ガモヨ道路拡幅計画等）、地方道整備、及び、維持管理能力強化支援（技プロ：LBT（Labour Based 

Technology）研修能力強化計画）に重点を置いている。 

 (4) 他の援助機関の対応 

セクターワイドアプローチを通じてドナーグループ全体としてセクター戦略策定支援を実

施しており、併せて以下の各機関の道路整備プロジェクトが進められている。 

１）世界銀行：幹線道路整備支援、ザンジバル島道路支援、都市交通（Bus Rapid Transit：

BRT）支援  

２）EU：都市道路（ネルソンマンデラ道路）整備支援、セクター財政支援（2009 年～） 

３）デンマーク：地方道路整備支援、技術協力プロジェクト実施 

４）アフリカ開発銀行：地方道路整備支援 

５）MCC（Millennium Challenge Corporation）：地方幹線道路整備支援 

３．事業概要  

(1) 事業の目的（協力プログラムにおける位置づけを含む） 

ムトワラ州において、マサシ－マンガッカ間道路のうち、3期対象区間である 37.4km から

終点にかけての 22.5 ㎞区間の道路整備を実施することにより、安全で円滑な交通流の確保を

図る。「国内輸送網の確立支援プログラム」は、道路開発及び維持管理への支援により、持続

可能な道路ネットワーク整備に貢献することを目的としており、本件は都市間幹線道路整備

に資するものである。 

(2) プロジェクトサイト/対象地域名 

 ムトワラ州（人口約 113 万人） 

(3) 事業概要 

1) 土木工事、調達機器等の内容  

片側 1車線方向交通の整備。3ヶ所の橋梁含む。 

2) コンサルティング・サービス/ソフトコンポーネントの内容 

 詳細設計、施工管理。 

(4) 総事業費/概算協力額 

 総事業費：15.26 億円（概算協力額（日本側：15.14 億円、タンザニア側：0.12 億円） 

(5) 事業実施スケジュール（協力期間） 

2009 年 12 月～2011 年 7 月を予定（計 20 ヶ月。詳細設計、入札期間を含む）  

(6) 事業実施体制（実施機関/カウンターパート） 

 主管官庁：インフラ開発省（Ministry of Infrastructure Development） 

 実施機関：タンザニア道路公社（Tanzania National Roads Agency：TANROADS） 

(7) 環境社会配慮・貧困削減・社会開発 

1) 環境社会配慮 

① カテゴリ分類：B 既存道路の改修を行う案件であり、重大ではないが、工事中の大気

汚染・騒音・住民移転等の環境・社会への望ましくない影響が考えられる。 

② 影響と緩和・軽減策：環境影響評価（EIA）報告書は、2007 年 2 月 1 日に承認済。工

事中の大気汚染・騒音・振動に対しては TANROADS の監理のもと、施工業者によって緩

和策がとられる。工事中、供用時のモニタリングは EIA に従って実施される。本事業

に伴い道路用地（Right of Way：ROW）内のハンドポンプ式井戸の移転が生じるが、



TANROADS からマサシ郡事務所に対し移転にかかる補償費が支払われる見込み。 

2) 貧困削減促進：第二次 NSGRP において、クラスター1「経済成長と所得貧困の削減」の

中に運輸・交通セクターは位置づけられている。 

3) ジェンダー：特になし 

(8) 他ドナー等との連携・役割分担 

 特になし。 

(9) その他特記事項 

 特になし。 

４. 外部条件・リスクコントロール 

(1) 事業実施のための前提条件 

本事業に伴う ROW 内のハンドポンプ式井戸の移転について、TANROADS からマサシ郡事

務所に対し移転にかかる補償費が支払われる。 

(2) プロジェクト全体計画達成のための外部条件 

特になし。 

５. 過去の類似案件の評価結果と本事業への教訓 

 特になし。 

６. 評価結果 

以下の内容により本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 

(1) 妥当性 

 道路セクターはタンザニアの NSGRP においても、また我が国国別援助計画においても重要

な分野として位置づけられている。本案件は歴史的に開発の遅れたタンザニア南部地域の幹

線道路整備により経済開発ポテンシャルを高めること、かつ、本対象道路から隣国モザンビ

ークに接続するルートでは二国間国境部にユニティー橋建設が開始されるなど、ムトワラ開

発回廊に関連した整備の進展に伴い、同回廊の一区間を占める本プロジェクトは、国際ルー

トとしての機能発現も期待されている。 

(2) 有効性 

1) 定量的効果 

指標名 基準値 (2009 年) 目標値 (2011 年)【事業完成年】

所要時間（3/3期対象区間22.5km） 45 分 17 分 

所要時間（全期対象区間 55.1km） 83 分 42 分 

2) 定性的効果 

① 設計速度に見合った道路線形の確保、視距の確保、路面の平坦性の向上、路肩の付帯

による歩行者・自転車と走行車両の分離等により、当該道路の安全性が向上する。 

② 通過時間の短縮により、農作物の輸送コストが低減される。 

③ 道路状況の改善により、地域間物流の輸送量の増大に寄与する。 

④ 円滑な走行性の確保や通行止めの回避といった、道路の信頼性の向上により、地域の

開発、地域格差の是正、市場圏の拡大への接続性の改善に寄与する。 

７. 今後の評価計画 

(1) 今後の評価に用いる主な指標 

６.(2) 1)のとおり  



(2) 今後の評価のタイミング 

・事後評価 事業完成 3年後 

以 上 


